


















































要約:

本研究においては、初年度の基礎的調査として既存の病児保育施設の施設構造、平成 4年

度における利用実態、病児デイケア施設の運営の三つの課題について検討を行った。

病児デイケア施設の施設構造については、既存の 14 施設の見取り図等を検討し、病児デ

イケア機能を有効に活用できるモデル設計図並びに設備,備品等について検討した結果を

報告した。

平成 4 年度における利用実態については、平成 4 年度当初から開設していた 15 施設を対

象に調査し、年間の利用実績としては 14,934 名、医療機関併設型にて約 5 割の実績があ

り、利用の季節的変動も認められた。

施設の運営面については、利用料、登録料等の事業収益、人件費等運営費について詳細な

調査を行い運営費に占める事業収益、人件費の占める比率や利用児一人当たりの運営単価

等について検討を行った。


